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４月２０日（木） 
 

 今朝の志賀高原一の瀬、凛と冷えた空気に包まれ、晴れ渡る青空が山の上に広がっていました。ホテルで一晩

過ごした生徒たちは喜ばしい朝をすがすがしい気持ちで迎えました。昨日同様写真で活動報告をさせていただき

ます。 
 

 
レストラン前での整列・点呼           朝食ながらボリューム大       窓からの自然光で倍加される朝食の味 

 

 
    圧倒的な快晴・完璧なゲレンデ（奥の山は焼額山）            ゲレンデの裾で思い出のクラス写真を撮影 
 

 
ホテルの並びとゲレンデの境      実習Ⅱの開始もストレッチでほぐしてから     ゲレンデ下部は実習銀座の様相 

 

 昨夜は生徒たちの価値観として翌朝からのハードなスキー実習などに備えるための睡眠の重視がはっきりと

ありました。消灯後にはすみやかに「睡眠態勢」に入っていました。そのことにより、本日の 6時間もの実習が

気持ちよくスタートできたのでした。そうした生徒たちへのプレゼントがすばらしい快晴と快適なゲレンデコン

ディションであったのでしょう。そして、どの生徒も意欲的にスキー技術の向上を目指してがんばっていました。 
・・・つづく 

１ 自主・自立 

 ２ 自然と触れあい仲間との絆を深められる修学旅行 

 ３ New classmates と仲良くする 

 ４ みんな笑顔で終われる修学旅行 

 ５ 思い出だけで終わらない成長できる修学旅行 


